
平成28年11月₁日 第137号（3） かりや市議会だより （2）平成28年11月₁日第137号 かりや市議会だより

◆住宅用エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）の
設置に対し、補助を実施することによりエネル
ギーの最適利用化を促進
◆みなくる広場ステージに全天候型の屋根を設置
したことで利用者の利便性が向上
◆市民参加による公園整備（野田新町公園）

◆全小学校に電子黒板を導入し、「わかる授業」「魅
力のある授業」の実践を促進
◆図書館の創立100周年を記念し、市の指定文化
財である村上文庫の展覧会等を開催
◆交通児童遊園にドーム型大型テントを設置し、
快適な休憩・見守り環境を整備

◆新規就農者が企業ＯＢなどを活用して地域特産
物を栽培する取り組みを支援
◆西三河の観光情報を掲載した「西三河ぐるっと
ナビ」を開設し、市の観光情報を発信
◆工場等の新増設をする企業へ補助を実施し、企
業の流出防止・企業立地を推進

◆成年後見制度に関する相談等の窓口を創設し、
認知症高齢者等の権利を擁護
◆子どもや保護者の身近な場所（39箇所）に専門
職員を配置し、子育てを積極的に支援
◆さくら保育園の移転新築に併せて定員を拡大
し、待機児童対策を推進

◆少子高齢化に伴い懸念される課題へ適切に対応
し住み良い環境を確保するため、刈谷市まち・
ひと・しごと創生総合戦略を策定

◆自治会等が地域課題を自ら解決し、地域を元気
にする活動を支援することで、地域コミュニ
ティの絆づくりを推進

◆婚姻届を提出した１，１２８組の夫婦に、メッ
セージカード入りフォトフレームを贈呈

◆夢と学びの科学体験館の開館により、子どもた
ちが科学の楽しさや宇宙のおもしろさを体験で
きる機会を創出

監
査
委
員
の
意
見  

︹
要
旨
〕

決
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
の
あ
ら
ま
し

　

本
会
議
で
の
説
明
後
、

全
議
員
で
構
成
す
る
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
企
画
総
務
、

福
祉
産
業
、
建
設
、
市
民

文
教
の
４
分
科
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
分
科
会
で
は

代
表
監
査
委
員
の
出
席
の

も
と
、
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

27
日
の
決
算
審
査
特
別

委
員
会
で
は
、
分
科
会
で

の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
、
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
刈

谷
城
築
城
の
た
め
の
基
本
設
計
費
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
国
民
健
康
保

険
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
年
齢
で
医

療
保
険
を
分
断
す
る
制
度
で
あ
る
こ

と
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
が
さ
れ

た
保
険
料
徴
収
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
反
対
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
起
立
採
決
し
ま
し

た
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
決
算
議
案
に
つ
い
て

は
、
反
対
意
見
は
な
く
原
案
の
と
お

り
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
項
目

■
企
画
総
務
分
科
会

　

統
合
番
号
連
携
シ
ス
テ
ム
の
必
要

性
、
シ
ス
テ
ム
監
査
の
現
状
、
財
政

調
整
基
金
の
積
立
実
績
、
地
域
防
犯

夜
間
巡
回
委
託
の
内
容
と
実
績

■
福
祉
産
業
分
科
会

　

就
業
支
援
事
業
の
内
容
と
成
果
、

刈
谷
生
き
が
い
楽
農
セ
ン
タ
ー
の
運

営
実
績
、
小
規
模
企
業
者
設
備
投
資

促
進
補
助
を
受
け
た
事
業
者
の
業
種

内
訳
と
設
備
投
資
の
内
容
、
労
働
金

庫
預
託
事
業
の
今
後
の
予
定
、
超
小

型
電
気
自
動
車
購
入
費
補
助
の
実
績
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
の
実
績

■
建
設
分
科
会

　

刈
谷
環
状
線
電
線
類
地
中
化
の
メ

リ
ッ
ト
、
緑
の
街
並
み
推
進
事
業
の

実
績
、
民
有
地
緑
化
推
進
事
業
の
活

用
状
況
、
地
方
バ
ス
刈
谷
愛
教
大
線

維
持
費
補
助
の
算
出
根
拠
と
経
緯
、

岩
ケ
池
公
園
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
、

水
道
料
金
滞
納
者
へ
の
対
策

■
市
民
文
教
分
科
会

　

魅
力
発
信
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
取
り
組

み
、
給
食
調
理
の
安
全
対
策
、
か
り

や
夢
フ
ァ
ン
ド
の
審
査
、
夢
と
学
び

の
科
学
体
験
館
の
人
気
の
理
由

主
な
議
案
９
月定例

会

　
今
回
は
、
平
成
27
年
度
決
算
の
認
定
と
刈
谷
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　
質
疑
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
各
委
員
会
の
委
員
長
報
告

を
中
心
に
、
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

代表監査委員意見陳述

平成27年度決算を認定
　一般会計で歳入が歳出を63億円上回る

＝
一
般
会
計
・
特
別
会
計
＝

　

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
を
財
政
指

標
で
み
る
と
、
財
政
力
指
数
は
０
．
12

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
１
．
41
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
75
．
８
％
、
公

債
費
比
率
は
０
．
７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、

０
．
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
３
つ

の
指
標
は
、
財
政
運
営
上
に
お
い
て
、

い
ず
れ
も
良
好
な
水
準
に
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
。
今
後
の
財
政
状
況
に
お
い
て
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
金
融
・
経
済

政
策
や
輸
出
環
境
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
関
連
産
業
の
業
績
は
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、

法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
は
、

減
少
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
平
成
29
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費
税

率
引
き
上
げ
の
再
延
長
や
法
人
実
効
税
率
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
、
ま
た
、
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
る
日
本
企
業
、
と
り
わ
け
自
動
車
関
連
産
業
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
不
透
明
な
状
況
が
続
き
楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
不
透
明
な
要
因
が
あ
る
中
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
事
業
や
、
市
民
の
安
心
・
安
全
に
関
す
る
先
送
り

で
き
な
い
事
業
に
対
す
る
支
出
、
ま
た
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
事
業
の
予
算
化
・
実
施
に
当
た
っ
て
は
情
報
収
集
、
分
析
能
力
を
高

め
、
事
業
の
必
要
性
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
計
画
的
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
政
経
営
に
努
め
、
今
後
も
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
市
は
、
平
成
28
年
７
月
に
総
人
口
が
15
万
人
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
28
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
刈
谷
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
よ
り
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
、
今
後
も
、
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
を
目
指
し
、
将

来
都
市
像
で
あ
る
「
人
が
輝
く　

安
心
快
適
な
産
業
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向

け
て
自
立
性
を
充
分
に
発
揮
し
、
本
市
が
よ
り
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

＝
水
道
事
業
会
計
＝

　

平
成
27
年
度
の
純
利
益
は
２
億
１
，
３
１
８
万
５
千
円
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
企
業
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
利
益
剰
余
金
は
56
億
８
，
８
９
７
万
１
千

円
と
な
っ
た
。
平
成
28
年
４
月
に
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
が

発
生
し
、
東
海
地
方
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
の
懸
念
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
、

基
幹
管
路
の
耐
震
化
の
早
期
推
進
を
切
望
す
る
。

　

貸
借
対
照
表
か
ら
主
要
な
経
営
指
標
を
み
る
と
、
構
成
比
率
の
う
ち
財
務
状

態
の
安
全
性
を
示
す
自
己
資
本
構
成
比
率
は
88
．
１
％
で
引
き
続
き
良
好
な
水

準
に
あ
る
。
ま
た
、
短
期
債
務
に
対
す
る
支
払
い
能
力
を
示
す
流
動
比
率
は
、

４
８
４
．
５
％
で
、
理
想
と
さ
れ
る
２
０
０
％
以
上
で
あ
り
、
固
定
資
産
が
自

己
資
本
に
よ
り
ど
の
程
度
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
固
定
比
率
に
つ
い
て

も
、
86
．
７
％
と
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
１
０
０
％
以
下
で
あ
る
。
こ
の
３
つ

の
指
標
は
、
良
好
に
推
移
し
て
お
り
、
健
全
経
営
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

市
民
や
企
業
に
お
け
る
節
水
意
識
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

一
層
効
率
的
・
経
済
的
な
事
務
の
運
営
に
努
め
ら
れ
、
引
き
続
き
、
安
心
で
安

全
な
お
い
し
い
水
が
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

財政力指数
指数

（年度）

※財政力指数…自治体の財政の強弱を測る方法
　”１”を超えるほど財政が健全である
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一般会計の内訳    （前決算年度対比）

〈商工費などの内訳〉
　商工費、農林水産業費、労働費、災害復旧費、諸支出金、
予備費
（注）それぞれの数字は四捨五入してそろえたため、総額

や割合に一致していない場合があります。

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地
方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割
交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例
交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金

〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び
手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金

民生費
173億1,300万円
32.2%（1.2％減）

市民税など
353億4,400万円
58.8%（5.6％減）

国・県からの
支出金など
127億1,200万円
21.1%（16.9％増）

分担金・負担金など
95億9,100万円
15.9%（18.6％増）

市債（借金）
2億2,400万円
0.4%（皆増）

給食費などの諸収入
22億9,600万円
3.8%（2.3％増）

土木費
108億800万円
20.1%（22.4％増）

教育費
89億1,700万円
16.6%（21.7％増）

総務費
60億6,200万円
11.2%（3.9％減）

衛生費
48億4,100万円
9.0%（2.0％減）

公債費　17億7,500万円
　　　　3.3%（50.0％減）
商工費など
20億1,400万円
3.7%（10.8％増）

消防費
16億6,800万円
3.1%（9.4％増）

議会費
4億2,100万円
0.8%（1.0％増）

歳　出
538億1,900万円

歳　入
601億6,700万円

会計名 歳　入
（前決算年度対比）

歳　　出
（前決算年度対比）

形式収支
（歳入歳出差引額）

一般会計 601億6,700万円
（2.6%増）

538億1,900万円
（3.0％増） 63億4,800万円

特別会計
合 計 額

297億2,800万円
（10.2%増）

267億1,200万円
（11.1%増） 30億1,600万円

水道事業
会 計

28億8,300万円
（0.9%減）

26億円
（1.2%増） 2億8,300万円

各会計の
合 計 額

927億7,800万円
（4.8%増）

831億3,100万円
（5.4%増）

特別会計内訳 歳　　入 歳　　出

区画整理事業合計 5億2,400万円 2億3,600万円

下 水 道 事 業 63億9,500万円 53億1,500万円

国 民 健 康 保 険 142億9,000万円 129億3,400万円

後期高齢者医療 14億2,600万円 14億2,300万円

介 護 保 険 70億9,200万円 68億400万円

各会計別の決算額

平成27年度に取り組んだ主な事業

議 

決 

結 

果 
一 
覧 
表

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て　

	

了
承

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

・
教
育
委
員
会
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

【
建
設
委
員
会
関
係
・
１
議
案
】	

可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
フ
ロ
ー
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
よ
さ
み
）

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
３
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
）

・
刈
谷
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
総
合
運
動
公
園
、
逢
妻
川
緑
地
、
逢

妻
川
桜
づ
つ
み
、
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
、
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷
及

び
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
刈
谷
）

【
平
成
27
年
度
決
算
関
係
・
９
議
案
】	

す
べ
て
認
定
及
び
可
決

・
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

・
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
平
成
28
年
度
補
正
予
算
関
係
・
４
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

【
議
長
発
議　
１
件
】	

決
定

・
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

【
議
員
提
出
議
案　
３
件
】	

す
べ
て
可
決

・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

みなくる広場がリニューアルオープン

小学校で活用されている電子黒板 定員が130人から160人となった新園舎 1,000万個の星空がすぐそこに

パソコンやスマートフォンで観光ルートを表示 元気な地域づくりのための住民会議

都市環境分野・・・
都市と自然が織りなす住みよいまちづくり

教育文化分野・・・
生きる力を育み生きる喜びを実感できるまちづくり

福祉安全分野・・・
支えあいみんなが元気で安心して暮らせるまちづくり

市制65周年記念事業
～歴史と未来が輝くまち　かりや～

計画推進分野・・・
市民と行政の信頼と協働で築くまちづくり

産業振興分野・・・
人と技術で賑わいを創り笑顔で働き続けられるまちづくり

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

再
び
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
は
３
年
）

石い
し

川か
わ

　
浩こ

う

二じ

　
氏
（
３
期
目
）

小
垣
江
町

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

再
び
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
は
３
年
）

太お
お

田た

　
武た

け

司し

　
氏
（
３
期
目
）

小
垣
江
町

■
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

再
び
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
は
４
年
）

池い
け

田だ

　
裕ひ

ろ

幸ゆ
き

　
氏
（
２
期
目
）

山
池
町

固定資産評価審査委員会とは･･･
　固定資産課税台帳に登録された事項に関する不服申し
立てについて、審査決定をする機関です。
教育委員会とは･･･
　学校の設置及び管理に関することや、教員の人事につ
いてなど、教育行政を処理するために置かれる機関です。


